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機材のCO₂排出量を正確にトラッキング

Global AIRCRAFT 
EMISSIONS Monitor

レポーティング、モニタリング、ベンチマーク用の
信頼度の高い独立系フライト排出量データ。

*想定される平均搭乗率および貨物積載率を適用した場合の、航空会社の自社データとのサンプル比較に基づく

•	 実際のフライト時間およびタキシング時間（単なる大圏ルートではない）
•	 客室仕様
•	 機材のOEW（Operating empty weight）
•	 想定貨物量
•	 航空機の仕様：航空機のタイプ、エンジン、ウィングレット
•	 機齢
•	 想定旅客数

Ciriumのカスタマイズした入力値には、以下を含む数百の変数が含まれています。

•	 検証済み精度は約1%*
•	 実際のフライトと機材に基づいて算出
•	 フライト、機種、エンジンその他に基づくフィルタリングとレポーティング
•	 オンラインのワークブックを通じて容易にアクセス＆レポーティング

Ciriumは、フライト情報に関して圧倒的なデータ量を誇っています。実際のフライトと機材の完全なプロファイルを適用
し、次に、機材およびフライトのデータをブロック燃料消費量モデルに統合します。これと同じ融合データセットに基づく
算定方法を提供できる独立系の情報源は、他にありません。

数百のフライトおよび機材の変数を用い、カスタマイズしたデータ算出方法で最大限の正確性を実現

各フライトに基づいて燃料消費およびCO₂ 排出量を測定
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360°
サステナビリティを実現する

最重要データ群
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Ciriumについて

状況に即し信頼度の高いサステナビリティのトラッキング
航空輸送に起因する二酸化炭素排出量は、全体の排出量の2.4%、地球温暖化に繋がるガスと粒子状物質においては
3.1%に上ります。気候変動問題への貢献は、航空業界の意思決定における中心的な要素となっています。状況に即した
詳細情報の入手は、以下において最優先事項です。

•	 サステナビリティへの取り組みをベンチマークする
•	 カーボンオフセットなどの排出コストを総所有コストに組み込む
•	 機材の査定に効率や環境コストを考慮する
•	 カーボンフットプリントおよびカーボンオフセットを算出する

応用例
•	 効率性の指標として排出量を把握する
•	 独立した排出量レポーティングを行う
•	 現在のオペレーターのプロファイルについて、排出量を含めて理解する
•	 空港の意思決定および取り組みが環境に与える影響をより深く理解する
•	 環境への影響をモニタリングする
•	 航空会社、賃貸人、ファイナンス・ポートフォリオのベンチマーク 
•	 スケジュール情報とブロック燃料の推定値を組み合わせて、燃料需要モデルを作成する

Ciriumは、航空機マネジメントの未来をつくる支援にコミットしています。
詳しくは、https://cirium.com/EmissionsMonitor をご覧ください。

リクエストベースでデータ提供


